
ツチガエル 
 
成体になるとオスは 4㎝、メスは 5㎝ほどの大きさになります。

背中の体色は灰褐色や黒褐色で、イボがあります。その様子から

「イボガエル」と呼ばれています。ヌマガエルによく似ています

が、本種はお腹に暗い色のまだら模様があるのに対し、ヌマガエ

ルはお腹が白いことで見分けられます。 

他のカエル類と同様に肉食性で、昆虫類やクモ類などを食べま

す。 

一般的に、平野部から低山地の水田や池、渓流などの水辺周辺

に生息しています。 

繁殖期の 5 月から 9 月になると、田んぼ、池、沼などの浅い止

水や緩い流れに集まり、オスは「ギュゥギュゥギュゥ…」と鳴き

ます。卵は、水草などに数十個ほど産み付けます。本種はオタマ

ジャクシで越冬し、翌年の 5月頃から変態します。 

 

富士市での現状 

浮島ヶ原の田んぼの一部の水路や松野の田んぼ周辺等で確認されました。 

かつては浮島ヶ原に広く分布していましたが、圃場整備（ほじょうせいび）などにより冬季に水が無くなるため、個体数が激減し

ているようです。 
ツチガエルを確認したメッシュ 


